
1052，412（豪雨）

静止気象衛星データからみた長崎豪雨

（1982年7月）の特徴＊

長谷川隆司＊＊・二宮洗三＊＊＊

　要　旨

　1982年7月23～24日の長崎市を中心とした集中豪雨（長崎豪雨）の特徴を主として静止気象衛星（GMS）

データに基づいて調査した結果以下のことがわかった．

　1・低気圧前面で発生し梅雨前線上を移動したクラウド・クラスター（K）が長崎豪雨をもたらした．

　2・豪雨に直接関係したクラスターKの動きは遅く，そのあと東シナ海から次々と移動して九州に大雨を

もたらしたクラウド・クラスター群（Es）の振る舞いとは異なっていた．

　3・クラスターKは，850，700mbのイサ・バリック低気圧の前面で発達し，後面で衰弱した．

　4・クラスターKは中・下層でのシヤー・ラインの南側の高温多湿の場にあり，豪雨時にはこの南東側に

顕著な下層ジェットがみられた．

　5・クラスターKは豪雨時には停滞し，同時に雲頂温度の低下，低温域の縮小がみられた．

　1．はじめに

　1982年7月23～24日長崎市を中心にして多くの被害を

出した“57年7月豪雨”は100mm／hr以上の雨が3時

間も続き，1時間最大雨量187mmに達した記録的な豪

雨であった．

　梅雨前線帯の豪雨については二宮他の総合報告（1980）

があり，また集中豪雨の特性については島田（1976）の

報告があるが，今回のような豪雨の例は言及されていな

い
． ここでは，気象衛星資料（主に相当黒体温度TBB分

布）とシノプテック・データを用いて豪雨に直接関係し

たクラウド・クラスターの振る舞い・構造について報告

する．
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地上天気図1982年7月23日12時（GMT）．

　2・降雨状況

　1982年7月21日06時（グリニッチ標準時，以下GMT

で示す）に中国大陸中部（33。N113。E）で発生した低気

　＊Features　of　Nagasaki　Heavy　Rainstorm　of

　　23July1982as　revealed　by　GMs　observa・
　　tion　data．

＊＊Ry司i　Hasegawa，気象庁予報課．

＊＊＊Kozo　Ninomiya，仙台管区気象台技術部．

　　一1983年12月22日受領一
　　一一1984年7月2日受理一

1984年9月

圧は22日18時までほとんど発達することなく，毎時30km

で東進し，23日00時には済州島付近に達した（中心気圧

996mb）．この低気圧の東進に伴い，九州南海上まで南

下していた梅雨前線は北上した．23日12時（第1図）に

は，低気圧は済州島付近にあり，その中心から南東にの

びる前線は長崎県南部から鹿児島をへて四国南海上に達

していた．低気圧は24日06時まで非常にゆっくり東進

し，中心気圧も変化していない．この間，前線は九州を

ゆっくり北上し，長崎県では23日夕方から24日朝にかけ
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第2図　6時間ごとの地上低気圧の移動経路と
　　　　中心気圧（21目06時～25目00時）．
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て豪雨となった．24日06時以後，低気圧は20km／hrで

東進し，中心気圧は徐々に浅まった（第2図）．

　1時間雨量の時系列でみると，厳原から南南東に移動

してきた強雨域（第3図）は非常に動きが遅い．この間

長崎県長浦岳では23日10時に153mm／hr，また長崎県長

与町役場では11時に187mm／hrを観測した．長崎海洋

気象台では10～13時の3時間に100mm／hrを越す降雨

が続いた．このあと，この強雨域はやや弱まりつつ，16

時には島原，口之津付近に，18時には熊本県本渡付近ま

で南下した．その後は東北東方向に移動し，24日には熊

本県内で時間雨量50mm以上の大雨を降らせた（第4
図）．
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第3図　アメダスによる1時間雨量のタイム・

　　　　シーケンス

　3．総観場の特徴

　500mb天気図によると，23日には樺太付近にある

Cold　Lowから南西にトラフが伸び，23日12時に朝鮮半

島に低圧部が形成された．この低圧部は明瞭な寒気を伴

っておらず，ここからさらに南西にトラフ（第5図丁）

が伸びている．低圧部とトラフは非常にゆっくり東進

し，24日12時には日本海にCut－off　Lowが形成され，

トラフは朝鮮海峡から九州西海上にのびている．このト

ラフが九州地方を通過する25日まで九州地方の大雨は続

いた．23日12時の300mb面では，関東東海上にトラフが

あり，華南西部には高気圧があって，西北西50ノット以

上の強風帯が山東半島，朝鮮半島南部を経て山陰から紀

伊半島を通っている（第5図の矢印）．豪雨域は300mb

強風軸の南約300㎞に位置していた．この相対関係は，

山岸・矢花（1968），二宮（1980），長谷川・三木（1981）

の報告のそれと共通している．また，西日本は華南西部

に中心を持つ高気圧の縁辺をまわる北西風とにより発散

場となっていた．

　次にじょう乱（第1図の朝鮮半島南西岸の低気圧）の

構造について述べる．じょう乱（高度場，循環系）の認

められるのは500mbレベル以下であり，背の低い点にお

いては，吉住・二宮（1980）の梅雨前線帯の中間規模低

気圧と共通している．

　Maddox（1979）は米国のHash　Hood　stormがしば

しば対流圏中層のリッジ近傍で発生していることを指摘

している．日本の豪雨についてこのような指摘は今まで

なかったが，このケースでは700mb面でみられる低気

圧東方のリッジに注目する．22目12時から23日00時に本

州中部に移ったリッジは，23日12時には本州東海上で強

まった．23日00時から24日12時の期間の3090gpm等高

、天気”31．9．
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第4図　3時間雨量分布（1983：坂上　務ほか）黒く塗りっぶした領域は100mm以上を示す．
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第5図500mb天気図，1982年7月23日12時．
Tはトラフを示し，矢印は300mbJetを示す．

140E： 150E

第6図700mbの30909Pm等高度線の動向．

臓　卜

線の動きをみると（第6図），24日00時には沿海州方面

にまで張り出していたリッジは12時以後急速に後退して

いる．九州での大雨の時期はこの東海上でのリッジの強

まった時期に一致していた．

　4・クラウド・クラスターと総観場

　3時間間隔のGMS雲画燥でみると，長崎豪雨に直接

関係したクラウド・クラスター（以後クラスターKと呼

ぶ）は22日00時頃に発生したと考えられる．一つのクラ

スターとして連続して追跡することが可能であるが，ク

1984年9月

ラスターを構成する同一の積雲が長時間持続したのでは

なく，積雲対流の集合を維持する循環系が持続したと考

えるべきである．

　地上，850mbおよび700mb天気図でみると，クラス

ターKは低気圧の前面で発生し，23日06時以後は低気圧

から南東にのぴる前線のすぐ北側をゆっくり南東進し，

23日18時以後（この期間前線は北上していた）には，

北東進している．

　このクラスターに対応する低圧部，循環系は検出され

ないが，イサロバリック低気圧を検出することができ

37
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第7図　850mbイサ・バリック低気圧の移動．

　　　　等値線は60gpmごとに描いてある．

　　　　十は12時間ごとの850mb低気圧の位

　　　　置を示す．点彩域は23日12時における

　　　　クラスターK．
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第9図　850mbの風（ノット）．相当温位（。K），

　　　　シヤー・ライン（斜線部で示す）とク

　　　　ラスター．1982年7月23日12時．
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第8図700mbの風（ノット）と比湿（gr／kg）

　　　　1982年7月23日12時．

　　　　斜線部はシヤー・ライソを示し，点彩

　　　　域はクラスターKおよびEsを示す．

た．イサロバリック低気圧（24時間の高度変化の負偏差

域）は23日00時までは低気圧とほぼ同じ位置にあり，

23日00時に最も著しい，23日12時（第7図）にみられる

低気圧の中心から九州北部にのびた低圧部はこのイサロ

バリック低気圧に対応している．このイサロ・ミリック低

気圧はそのあと低気圧とは分離して，弱まりつつ20km／

hrで東進し，25日00時に消滅した．

　クラスターK（第7図の点彩域）はイサロバリック低

気圧の前面（初期には低気圧の前面でもある）で発生・

発達し，後面になるに従い衰弱している．対流圏中～下

層ではイサ官バリック低気圧に関連して明瞭なシヤー・

ライソがみられる．23日12時には700mb面（第8図）お

38

よび850mb面（第9図）で朝鮮半島南西部から対馬をと

おり，豊後水道にかけて明瞭なシヤー・ライソ（図中，

斜線部）がみられ，このシヤー・ラインの南側にクラス

ターK（点彩部）が位置している．またこのシヤー・ラ

インの南側に強風域があり福岡では45ノット（南風），鹿

児島では33ノット（南南西風）の風が観測されている．

豪雨に伴うS～SW下層ジェットはしばしば観測される

ものであり，従来の報告と共通している．

　なお，850mbにおける高比湿域（15gr／kg以上）は東

シナ海南部から九州南部にあり，長崎付近に高湿潤（相

当温位345。K）域が入り込んでいる（第9図）．

　一方，中国中部から東シナ海にのびるクラスター群

（以後クラスター群Esと呼ぶ）は21日18時以後明瞭と

なり，低気圧（L）から揚子江の北を通って西南西にの

びるシヤー・ライン（第8，9図斜線部）も明瞭であ

る．このシヤー・ライソの南側ではWSW風にともない

高比湿気塊がシヤー・ラインに沿って低気圧の南に入り

込み，高比湿域はクラスター群Esの位置に一致してい

る．23日12時には，中国大陸の高比湿域とは孤立した形

で10gr／kg以上の領域が済州島から九州北部にみられ

（第8図），これは大陸の高比湿域とは起源が異なってい

ると考えられる．

　第10図は23日12時における南北断面（輪島，米子，福

岡，鹿児島，名瀬，那覇，石垣島）である．豪雨域の南

方の下層では相当温位が非常に高く，一方中層は乾燥・

低相当温位で，対流圏中層までは対流不安定である．し

かし，豪雨域（鹿児島～福岡）では不安定は解消され，

下～上層まで湿潤中立である．これは積雲対流の混合作

用（二宮，1980）を示すものと思われる．豪雨域南側の

、天気”31．9．
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第10図
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250

300

400

500

600

700

850
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輪島から石垣島に至る南北断

面図，1982年7月23日12時．

実線：相当温位。K，点線：
相対湿度％（点彩域は90％以

上の領域）矢羽根：風向，風

速ノット．

下層での湿潤域は豪雨域では上層にまで伸び，500mb

に及ぶ幅の狭い湿潤域を形成している．

　Maddox（1982）はMesoscale　Convective　Complex

（MCC）による烈しい雷雨は強い持続的な下層での暖気

移流によって形成される条件付不安定場において発達す

ることを指摘しており，また二宮（1978）は梅雨期の集

中豪雨では上層の寒気移流は必ずしも強くなく，成層を

不安定化する基本的な要因は下層の強い暖湿気移流であ

ることを強調している．このケースでも，第10図の風の

場からみて地上より400mb近傍まで暖気移流が顕著（下

層から上層にかけて風向が順転）だが，一より上層での寒

気移流はみられない．

　5．クラウド・クラスターKとクラウド・クラスター

　　群Esの存在
　この豪雨の特徴の一つは華中から東シナ海にかけて次

々と移動してくるクラウド・クラスター群Esである．

それらは21日18時頃から明瞭となり，短かい間隔（700

～800km）をもったクラウド・クラスターとして観測さ

れる（写真1でEsを符してある）．

　第11図は23目03時から24目06時までの3時間ごとの

GMSで得られたTBB分布図である．最も外側の等値線

は一30。Cで，一10。Cごとに描かれている．

30N

100E 120E 140E

写真1

40N

09MT

0含MT

1言MT

1曾MT

1982年7月23日00，06，12，18時にお

ける赤外画像の6時問ごとのクラスタ
ーKとクラスター群Esの動向．

130E 140E

写真2 1982年7月23日06時の可視画像．矢印
は注目しているクラスターKを示す．

　一方，九州北西部から南部にかけてゆっくり南東進し

ている直径約250kmの円形の巨大なクラウド・クラス

ターK（写真2で矢印で示す）があり，このクラスター

Kが長崎市周辺の集中豪雨に関係している．ここで注目

すべぎことは最も強い降雨が観測された08～13時では，

クラスター群EsはクラスターKに合流しておらず，合

流以前にクラスター群Esは衰弱している（第11図）．ク

ラスター群EsとクラスターKの合流がみられたのは23

1984年9月 39
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　　　　年7月23日03時～24日06時．

日14時以後であった．

　6．クラウド・クラスターKの構造

　クラウド・クラスターKについてほぼ毎時のTBB分

布図を129．5～130．O。Eの0．5度幅に切り取って並べた

TBBのタイム・セクションを作成したのが第12図であ

る．これから次の特徴がみられる．

　1）南下してきたTBB低温域は9～13時長崎市（32。

44N）付近に停滞し，14時以後再び南下した，

　2）9～13時は低温域が縮小し，11時10分に雲頂温度

が最も低下した．

　3）上層風上側（西側）での温度傾度は大きく，特に

豪雨時に極めて大きい．

　3）について，さらに詳しく検討してみたのが第13図

で，第13図はクラスターKでおおわれた5地点（大瀬

戸，長浦岳，大村，長崎，諌早）を含む129・5～130．O。E

と32．5～33．0。Nのメッシュ内の西端のTBBとメヅシュ

内で最も低いTBBの時間変化を上記5地点の1時間平

均雨量とともに示したものである．

　この図から次のようなことがいえよう．

　1）メッシュ内のMin　TBBは雨量が増大’した9時か

ら急激に低下した．50mm／hr以上の豪雨のあった10～

14時は一70。C以下が持続し，11時に極小値（一78。C）

となった．14時以後は急激に減少した．

　2）西端部の温度は10時から昇温し，’雨量のピーク時

にやや遅れて12時に最も高い．

　3）すなわち，豪雨期間中，メッシュ内の温度傾度が

極めて大きく，特に10～12時は時間と共に増加した．
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第14図

T：ME　SECTION　OF　RADAR　ECHO　　．23．」ULY．’82

　　　　　　　　　　129．5－130E

GMT

福岡レーダーによるレーダー・エコー

のタイム・セクシコン

STG：黒く塗りっぶした領域
MDT：濃い点彩域
WK：うすい、点彩域

　以上の長崎豪雨のTBB分布の特徴は他の豪雨について

も見出されている．例えば，二宮他（1981）は梅雨期に

おけるCbクラスターについてTBBが一40。C以下の

high　cloud　shieldの西（風上）端で，TBBの傾度が極

めて強く，そこが最も強雨域の上空に位置していると報

告しており，またMaddox（1981）はMCCによる大

雨域は強い温度傾度の西にみられることを指摘してい

る．松長（1983）も長崎豪雨をGMS赤外データを用い

て解析し同様な結論を得ている．

　福岡レーダーによるエコー図を129．5～130．0。Eの

0．5度幅に切り取り時間順に並べたタイム・セクショソ

1984年9月

（第14図）から，次の特徴がみられた．

　1）エコー強度MDT（雨量強度4～16mm／hr）以

上のエコーは06時以後，ほぼ同一の速さで南東進した

が，11～14時には32．8。N付近に停滞した．11時には，

STG（16mm／hr以上）域が東西に伸びた分布を示して

いた．15～17時には南下したのち，32．3。N付近に停滞

した．

　2）10～14時にはWK（4mm／hr以下）を含むエコ

ー域のバンド幅が狭くなった．

　二宮・山崎（1979）は梅雨期の豪雨のレーダー観測の

結果，並～強エコーが急激に増加した強雨のピーク時に

は弱いエコーが減少することを指摘しており，これは強

い対流が発達すると，周辺の弱い対流が抑制されること

を示している．エコーのパンド幅が狭くなることはこれ

を示唆しているといえよう．なお，10～13時は100mm／

hrの強雨が発生したがSTGエコーが少ないのは連続し

た強雨域による減衰のためと思われる．

　7．まとめ

　以上の調査から長崎豪雨の特徴は次のようにまとめら

れる．

　（1）停滞したクラウド・クラスター

　豪雨は停滞したクラウド・クラスターKによってもた

らされた．

　（2）豪雨に直接関係したクラスターKと総観場との関

係．

　a．クラスターは地上低気圧前面で発生し，前線上を

南東進した．

　b．クラスターは850～700mbのイサロバリック低気

圧の前面で発達し，後面で衰弱した．

　c．クラスターは中・下層でのシヤー・ラインの南側

の高温多湿の場にあり，そこでは豪雨時には顕著な下層

ジェットがみられた．

　d．クラスターの南側下層は対流不安定であったが，

豪雨域では湿潤中立となっていた．

　（3）総観場の特徴

　a．じょう乱の高さは500mb以下であった．

　b．700mbリッジが日本の東海上で強化し停滞してい

た．

　c・上・中層の寒気移流はなく，地上から400mb近

傍まで暖気移流となっていた．

　（4）クラウド・クラスターKの振る舞いと構造

　豪雨時には

41
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　a・クラスターは停滞し，その低温域が縮小し，温度

が低下した．

　b・クラスター内の上層風上側でのTBB温度傾度が大

きい所で豪雨が発生した．

　c・レーダー・エコーでもエコーの停滞，エコー域の

縮小がみられた．これは周辺の対流活動が弱まったこと

を示唆している．

　しかしながら，強雨の停滞と継続，大量の降水の説明

には至っておらず，これらは残された問題である．
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